












































































































































【資料館付与番号】 ， 【書名】 ， 【書名よみ】 ， 【『国書総目録』の項目か？】 ， 【同書名番号】 ， 【巻冊】 ，
【別書名】 ， 【分類】 ， 【成立】 ， 【書名採集元】 ，【著作注記】 ， 【著者（全員ではない） 】 ， 【角書】 ， 【旧書
名】 ， 【親著作】 ， 【叢書】 ， 【子著作】 ， 【叢書巻号】
データの実例は以下のようなものである。
0000204,伊勢物語,いせものがたり,K6,二巻，旧］伊勢物語離題(いせものがたりちょうだい),注釈,,J,












年」 「公宴和歌御会始／元禄元一十三年」 「仙洞和歌御会始／元禄元一十三年」 「禁裏法皇／和歌御会／
享保八一二十一年」 「法皇御所／柿本両社御法楽／享保八一十一年」や、 「弘化二年正月廿四日／江戸出
火施物目録」 「弘化三年一月十五日／江戸出火之図」のようなもの、細目関係を示す「県召除目次第／康






































































































































































































































































































































































































































































































































































3272319万延元年五月三日素光院 叢 ＃'百回御忌御法事御寺門帳 記録｡
3292737醍醐寺三宝院井遍智院灌頂道具絵様等三昧耶戒道具等 真言























































































































































































































































































































Nq 書名文字列 頻度 gram数
20 豊受皇太神宮正遷宮御装束御神宝調進式目 3 19























NQ 書名文字列 頻度 gram数
1 悠紀主基風俗歌以下御屏風歌井御挿頭本文御屏風本文 2 24
2 金剛大道場経大明蔵分修真言者浄除触稜読験要記 2 22
3 遷宮御材木於大杉山子丑両年見立古来目録引当帳 2 22
4 竹内下野守松平石見守京極能登守欧州巡行御用留 2 22
5 年推毎月定朔弦望加時日曜月離宿度及夜半晨昏月度 2 23
6 天保十五年十月モロランアツケシ異国船一件写 2 21
7 函舘御料並蝦夷地荒地開墾新百姓御取建之趣意 2 21
8 様泰盛院様乗輪院様御三代様御書物其外差出帳 2 21
9 諸家届伺船買入御附札御条約外之船渡来達留 2 20
10 石清水賀茂等社奉幣使発遣日時定次第安政五 2 20
11 年推毎月定朔弦望加時日聴月離宿度及夜半晨 3 20
12 武州江戸六阿弥陀六ケ所じゅんれい御ゑい奇 2 20
13 宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船清国漂流 2 20
14 五年八月十三日集雲西洞院宰相等漢和聯句 2 19
15 即位由奉幣井即位日時定擬侍従定以下次第 2 19
16 大嘗会行事所始日時定小除目臨時叙位次第 2 19
17 朝比奈藤兵衛喧嘩屋五郎右衛門極彩色娘扇 3 19
18 天保十五年秋一安政六年春九十九里地曳網 2 19
19 唐金茂右衛門筑波茂右衛門大和国井手下紐 2 19
20 豊受皇太神宮正遷宮御装束御神宝調進式目 3 19
21 野後御船殿御倉飯屋殿参宿所御修覆仕様内 2 19
22 幼稚名三之助法号玄恕上人花衣いろは縁起 2 19
23 鞍馬山に妹背の初陣西八条に二世の属託 2 18
24 院様御葬送御用力者御下行米配分明細帳 2 18
25 香港奉行ボウリング江被遣候御返書藺文 2 18
26 小笠原民部長啓所持家康公御証文十八通 2 18
27 池田筑後守河津伊豆守河田相模守仏国行 2 18
28 内宮正権禰宜大小内人内外物忌父等交名 2 18
29 梅の由兵衛浮名の二人妻茜染野中の隠井 3 18
30 武州入間郡仙波郷星野山無量寿寺喜多院 2 18
(21）
31 野後御船殿御倉飯屋殿参宿所御修調仕様 3 18
32 矢之書・羽之書・弦之書・箆之書・弓具 2 18
33伊勢平太清盛陸奥太郎義朝詩近江八景 2 17
34 賀茂村権吉長五良唐国漂流帰国之次第 2 17
35 勧修寺大納言経逸卿還任拝賀着陣次第 2 17
36 寛文年中以来山廻役勤方之内申来覚書 2 17
37 卿公卿勅使御参向二付権任一同諸事控 2 17
38 月七日近衛前関白前左大臣等和漢聯句 2 17
39 弘法大師九百五十年遠忌勅会曼茶羅供 2 17
40 皇太神宮正遷宮御装束御神宝調進式目 4 17
41 左衛門宿さ鼻ら三八宿けいせい天羽衣 2 17
42 呪文の陣取名歌の初恋しきしま操軍記 2 17
43 小田の結納斎藤の色直木下蔭狭間合戦 2 17
44新造内裏遷幸内侍所渡御行列書並次第 2 17
45 相撲は若松出入は花松晴勝負万両名器 2 17
46 大和に筒井里河内に生駒山競伊勢物語 2 17
47 滝原宮並宮若宮御橋御造替仕様内訳帳 2 17
48 天照坐伊勢二所皇太神宮御鎮座次第記 3 17
49 内宮御厩殿宿館之板塀同門御造建仕様 2 17
50 年正月廿五日信兼信賀等御城御会百韻 3 17
51 門院様御葬送力者御下行米配分明細帳 2 17
52 和州吉野金峯山寺吉水院霊仏霊宝縁起 2 17
53 二付永嶺三左衛門ヨリ指出候書目写 2 16
54 安永二年三月七日風真軒澄月六十賀 2 16
55 花園院七回忌法華経要文和歌懐紙写 3 16
56 賀茂下上貴布禰片岡河合社等正遷宮 2 16
57 寛永五年正月十四日昌琢等連歌百韻 2 16
58 月二十五日御・親王御方等何路百韻 2 16
59 月二十五日御・親王御方等山何百韻 2 16
60 御禁制船入津之節御奉行所可相伺覚 2 16
61 御代替二付被仰出候武家諸法度書写 2 16
62 御転任御兼任御元服二付御規式覚書 2 16
63 御文四帖目第十四通一流安心章講義 3 16
64 三年正月十三日信全信昇等山何百韻 2 16
65 参陽吉良庄西尾城天神宮神明宮縁起 2 16
66 四番唐船ヨリ送来候漂流日本人一件 2 16
67 従一位随身兵仗等御拝賀御着陣次第 2 16
68 浅野采女正長重家臣大坂合戦場首帳 2 16
69 大坂めいしよめいぶつ十二月手鞠歌 2 16
70 滝原宮並宮伊雑宮御装束御神財之帳 3 16
71 筑前守様御縁組御願之通被仰出二付 2 16
72 天保十五年五月廿三日無量寿院追悼 2 16




74 内宮別宮滝原宮並宮伊雑宮制札之案 2 16
75 内匠戸村十太夫書翰井藤堂家由緒書 2 16
76 内大臣家歌合永久三年十月二十六日 2 16
77 二年正月十三日信全信昇等何路百韻 2 16
78 二番唐船ヨリ送来候漂流日本人一件 2 16
79 年正月廿五日信兼信賀等於御城百韻 4 16
80 年中正摂澗極及反摂澗極毎日之辰刻 3 16
81 門院様御葬送之力者御下行米注進帳 2 16
82 に吉三の文字風流娘のお七が物好 2 15
83 回聖忌於般舟三昧院御法会申沙汰 2 15
84外宮月読宮御造営削立目録寛文十 2 15
85 外宮年中祭祀行事大略職掌人装束 2 15
86 居合之諸士中文武芸上覧一事記録 2 15
87享保九辰三月廿一日大坂焼失一件 2 15
88興福寺学問寮学問方之儀二付関東 2 15
89 玉屋新兵衛三国小女郎比翼の初旅 3 15
90 金沢金山子三月中入用仕払勘定帳 2 15
91 月廿五日信兼信賀等御城御会百韻 4 15
92 元和五年九月二十一日昌琢応昌等 2 15
93 元和七年興正寺殿御児御得度日記 2 15
94 御代替御大礼大乗院門跡御膳日記 2 15
95 御文五帖目第十通聖人一流章講義 3 15
96 御文四帖目第十四通一流安心講義 5 15
97広時奴僕姿季政町人姿梅繁昌鉢木 2 15
98 弘法大師入定出現示明遍文便蒙記 2 15

























すなわち、 「百韻」が17件、 「次第」が8件、 「一件」と「式目」が4件、 「縁起」
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合 ゴウ 合 名詞-一般
類 ルイ 類 名詞-接尾･一般
大 、 ダイ 大 接頭詞･名詞接続
節用 セツヨウ節用 名詞-一般
集 シユウ 集 名詞･接尾･一般
EOS
語学 ゴガク 語学 名詞-一般
新書 シンシヨ新書 名詞-一般
EOS
古今 ココン 古今 名詞-一般
二 二 名詞-数













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































??????????????????????????????《??》? 、 ???? ? ?? ? ?? ??
????
??
????? ????????? ??? 5464.51
5463.99
5461.28
5460.36
5458.79
5458.60
5458.27
5446.54
5445.82
5445.74
5443.67
5443.38
5441.79
5441.32
5440.74
5439.75
5438.74
5438.17
5436.84
5431.77
5428.67
5428.23
5427.20
5425.45
5425.40
5425.25
5424.96
5423.40
5422.97
5422.32
5421.19
5418.93
5417.36
5417.24
5417.24
5415.98
5414.16
5413．91
5412．51
5411.17
5410.42
5402.25
5401.83
5399.81
5396.30
5386.78
5384.69
5378.40
5377.52
5377.26
5375.24
5372.06
5369.25
5369.14
5369.12
5366.79
5366.27
5365.22
5364.69
5361.94
5361.83
5358.18
5356.90
5354.98
5352.03
5351.13
5351.05
5348.42
5347.11
5346.60
5345.55
5345.41
5345.39
5344.45
5342.06
5338.78
5337.99
5336.63
5332.41
5330.68
5328.52
5327.59
5321.33
略録
史略
伝法記
廉書
尊勝法
劫記
叙位
因縁集
日光御社参
関白宣下記
斎録
規定書
碧巌録
ヨリ
儀略
義公
英集
筑前国
秘法
手録
家康公
雑問答
略布
伝流記
外控
神道問答
頭書絵
勧学院
一覧
見聞雑
経讃記
神号
玄記玄談
門録
子伝
着陣
間記
教草
録並
書経聞書
宮参
声明集
義録
流書
割円
和方
教要論
印書考
和歌詠草
文明
経語
奥院
本草書
三身義
朝鮮人来朝記
浄土伝
歌巻
始末記
詞考
理門論
記伝
嵯峨院
行状
蘇合香
吟味書
源語
往生
5529.26
5526.54
5525.42
5524.05
5522.63
5521.86
5520.07
5516.06
5511.64
5511.09
5510.98
5506.87
5506.25
5501.39
5500.85
5495.30
5493.59
5492.36
5487.48
5482.16
5481.78
5477.86
5477.62
5475.84
5475.36
5472.40
5471.17
5467.67
5466.24
5465.81
観音玄義記講録
頂道場図
義講義
行事略
詠物
用意
阿弥陀経講義
大概
仏眼
下物
記論
子立太后
略考
考略
図並解
章院様
将軍記
者方記
書付類
世譜
観無量寿経講録
筆解
文会録
御領
(73）
諺記
友集
題和歌
説間書
書付写
女文
書状集
仕様帳
天記
地経
安流
外宮遷宮記
武家諸法度
脈論
品録
薬性論
家方集
弘法大師伝
考図
列子考
心私記
講法則
頂見聞集
言書
章記
古今序
合考
大乗玄
流印
暦稿
分記
人帳
儀図
慶応
仮名記
日本史
古今書要集
行日記
日記書抜
内々当座和歌
5317.32
5315．72
5314．20
5314．07
5312.00
5310．41
5309.63
5308.26
5307.61
5307.33
5307.23
5307.16
5305.48
5305.35
5304.90
5304.62
5303.92
5302.33
5293.54
5292.69
5290.10
5288.97
5287.50
5285.72
5284.85
5283.61
5276.93
5273.35
5273.35
5269.08
5267.56
5267.14
5266.58
5264.72
5263.44
5261.74
5260.48
5260.41
5259:98
5259.08
5254.51
5252.12
5251.65
5248.56
5245.47
先生行状
頂秘口決
入内記
花葉集
宗書
和漢年代記
弓術秘伝書
伝口義
祝詞
船往来
香薬
書伝記
書経集伝天度
仮名暦
宗門
索術
公仁親王
日光記
法命集
廿日
神法
対話書
事外
検地帳
5243.75
5241.83
5241.54
5241.47
5241.42
5239.88
5239.39
5239.04
5238.07
5237.08
5236.83
5235.03
5233．27
5232.04
5229.28
5225.27
5224．97
5223．49
5221．24
5218．54
5214．42
5211．24
5208.45
5206.06
5204.62
5202.55
5201.13
5200.47
5197．44
5195.74
5192.52
5192.39
5192.23
5189.72
5187.80
5187．51
5187.21
5183.59
5183.30
5180.63
5180.50
5178.98
5174．58
5174.44
5173.84
5171.94
5171．87
5171.33
5168.20
5166.98
5165.44
5164.44
5163.10
5162.97
5162.88
5162.21
5161.42
5158.83
5157.58
5156.86
5154.11
5153.82
5150.51
5150.07
5148.03
5146.89
5145.20
5144.69
5144.24
5143.35
5142.64
5142.05
5141.72
5139．41
5132.92
5131.80
5128.73
5127.04
5124．43
5122.90
5119.85
5119.82
5114.87
5113.10
5110．77
5110.37
5107．97
5107.20
5104.96
5104.91
』
書伝集
頂略記
伝雑
頂秘記
算法集
未来記
神詠
会略記
証文留
宗図
色紙書
洛記
秘記集
略解
額算題
蔵界伝
数集
真図
立親王宣下
文余師
家目録
段集
武蔵国
地事
等懐旧
祭礼図
略観
雪集
外記師
初集
界念謂
親王宣下部類記
算法草術
略秘
法講私記
申沙汰雑記
嘉暦
陣法
算法集解
学規
問記
由緒留
入用勘定帳‘
礼口伝書
行表白
条々記
寿集
集解間書
反古集
暦家考
曼茶羅供法則
易行品講録
石清水臨時祭記
画記
記画
書草
夢集
万葉集
筆道書
中集
春日
録図
部集
答問
暦考
禅儀外文
家流
経談
候付
孟子 ‘
古今算鑑口
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’
P
詠草会集
船録
玄義分講義
追悼集
茶道
会金記
録師説
宣公記
紹巴家勝
江戸図
事覚書
女御
高麗流
契宝鏡三昧
間師説
並記
村名
加行記
集要録
宝鏡三昧
記義
列女伝
讃阿弥陀仏偶
文略解
考解
開宗記
記附録
長記
教図
集巻
密法記
大坪本流軍
器集
余稿
分等記
家祭考
法華法
講問
明細記
陵図
付考
開題考文
神楽歌
大学集義
説文解字
延喜式神名帳
傷寒
術算法記
院様
二葉集
流相承
間目
普賢経記
記余論
毛利家
供養式
役者評判記
伝兵衛
義序
古今和歌集間書
尊勝
口宣
尊護摩
詩帖
達記
5073.05
5071.68
5070.05
5066.78
5062.04
5059.19
5056.52
5056.14
5055.54
5051.71
5048.91
5048.08
5047.78
5047.48
5047.46
5042.07
5040.78
5039.88
5038.35
5038.25
5036.48
5034.83
5030.03
5028.76
5028.19
5028.12
5025.73
5023.75
5022.41
5019.59
5019.50
5018．31
5015．82
5013．53
5013.10
5010.86
5010.59
5010.35
5007.43
5005.82
5002.67
5000.39
5000.30
5104.51
5104.42
5104.14
5102.00
5101.92
5100.49
5096.51
5094.75
5091.89
5091.49
5091.36
5090.26
5088.77
5088.73
5087.24
5082.58
5081.17
5080.46
5080.18
507951
5078.28
5076．33
特殊用語が多いため、ChaSen(茶筌）の解析結果は「無量寿経」の「寿」を「コトブ
キ（名詞-一般）」とし、また、年号を示す「寛明」が「ヒロアキ（名詞･固有名詞-人名一
名） 」、 「明鑑」の「明」が「アキラ（名詞･固有名詞･人名-名）」となっているなど、
精度は必ずしも良い結果ではなかった。
しかし、標題には名詞の連接が大変多いためもあろう。 'Iby･mnxtractは、かなり良い
結果を出力している。よみが「コトブキ」であれ、品詞が「人名」扱いの名詞であれ、
TErmExtractはよみ情報は使用しておらず、品詞も大分類が「名詞」になっていれば上
手く複合名詞化されるようである。
ここで得られた結果をChaSen(茶筌）の辞書にフィードバックして複合名詞を辞書に
登録し直してから、再び専門用語抽出を行うという操作を繰り返して行けば、全国の図書
館でも有効活用できる古典籍書目標題用の専門用語辞書が作成できるであろう。
■おわりに
以上、国文学研究資料館の「国書基本データベース」から抽出し得た39万7,685件の
データの範囲での統計概略を示し、若干の考察を行った。
今回、N･gram解析に用いたのは「国書基本データベース」の全データではなく、私的
に抽出したものであるが、 「国書基本データベース」の全データと、その後に蓄積され、
別立てで公開されている「古典籍総合目録データベース」や、資料館収蔵分の書目を含む
「マイクロ資料・和古書目録」データベースなどを含め、別書名も範囲に含めて解析すれ
ば、我が国の古典籍のほぼ全容の実際に即した標題の一般的性質に迫ることが可能であろ
う。
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’相田満氏「「標題学」の視座」 （相田満編「[科研費報告書]標題文芸2－和漢古典籍におけ
る「標題文芸」の基礎的研究」2004.03）
2http:"base4.nijl.ac.jp/%7Ekoten/
3今回分析対象とした「国害基本データベース」に加えて、資料館ホームページで別立てのデ
ータベース（将来的には統合予定との由）として公開されている「古典籍総合目録データベ
ース」のデータ（2004.08データ更新で、書誌件数は19万905件）も上記と同様の検索操
作で収集し、その全体で分析を行った場合、また、違った結果も出てくるであろうが、今は
今後の課題としたい。
なお、 「古典籍総合目録データベース」は、冊子体『古典籍総合目録』 （国文学研究資料館
編岩波書店1990）、およびその後の追加を合わせ、冊子体未収録の詳細情報が検索でき
る、日本古典籍の総合目録データベースで、 『国書総目録補訂版』に未収録の所蔵本を中
心に収載しているものである。
4長尾眞・森信介「大規模日本語テキストのnグラム統計の作り方と語句の自動抽出」（情報
処理学会研究会『自然言語処理』96.1,1993）
NAGAOandMORIi'ANewMethodofN-gramStatisticsfbrLargeNumberofnandAu
tomaticExtractionofWordsandPhrasesfromLargeTbxtDataofJapanese''InProcee
dingSofthel5tlllnternationalConferenceonComputationalLinguistics(1994))
森信介・長尾真「グラム統計によるコーパスからの未知語抽出」 （電子情報通信学会研究会
言語理解とコミュニケーション95-8,1995）
森信介・長尾真「形態素bi-gramと品詞bi-gramの重ね合わせによる形態素解析」（情報
処理学会研究会『自然言語処理』 112.6,1996）
5エジンバラ大学音声研究所にある張氏のサイト (http://homepages.inf.ed.ac.uk/sO450736
／）より取得可能。Mingw32上でコンパイルされたWIN32binaryが提供されているため、
Windows上で容易に使用可能である。また、UTF8でエンコードされたUnicode文書を扱
えるので、古文書や漢文学研究での利用にも便利であろう。
6ClaudeE.Shannon.,C.E・Shannon,'IAmathem ticaltheoryofcommunication,''BellS
ystemTbchnicalJournal,vol.27,pp.379-423and623-656,JulyandOctober,1948.(htt
p://cm.bell-labs.com/Cm/ms/what/shannonday/paper.html)
7近藤泰弘氏「nグラム統計から見た古典テキスト」（『第四回シンポジウムコンピュータ
国文学』国文学研究資料館1999.10）、 「《文化資源》としてのデジタルテキストー国語
学と国文学の共通の課題として－」 （『国語と国文学』77-112000.11）
近藤みゆき氏「平安時代和歌資料における特殊語葉抽出についての計量的研究と利用ツール
の公開」 （及川昭文編『特定研究領域「人文科学とコンピュータ」1998年度研究成果報告
書』1999.03）、 「nグラム統計処理を用いた文字列分析による日本古典文学の研究一『古
今和歌集』の「ことば」の型と性差一」 （『人文研究』29号千葉大学2000.03）、
「《輻綾する和歌》和歌とジエンダー」 （『國文學解釈と教材の研究』45-52000.04
學燈社） 、 「n~gram統計による語形の抽出と複合語一平安時代語の分析から一」（『日本
語学』20.9,2001）
拙稿「暖昧検索性を持たせたN-gramサーチの手法一『新撰萬葉集』と菅原道真の詩の比較
を例に－」 （『漢字文献情報処理研究』第二号好文出版2001.10）など。
8その他の難点には、 リストの冗長性が生じるということ、既に上位に現れた長い文字列を短
く切ったデータが下位データに何度も現れることなどがある。そのような問題点を解決する
手法の提示として以下の論文などがある。
竹田正幸・福田智子・南里一郎の各氏「歌集間における表現特徴の自動抽出一部分文字列の
生起頻度にみる－」 （「情報処理学会研究報告(2000･CH-47)｣Vbl.2000No.67,pp､39-
46,2000.07）
9単語分割と品詞付けを行うソフトウェア。
あらかじめ辞書に品詞と共に登録された単語以外は「未知語」扱いとなってしまうので、専
門用語の抽出には不向きである。
フリーで配布されている日本語解析ができるものには以下のようなものがある。
Breakfast (http:"www.labs.fUjitsu.com6p/heesoh/breakfastﾉ）
ChaSen(茶筌)(http:"chasen.naist・jp/hiki/ChaSen/)
JUMAN (http:"www・kc.t.u･tokyo.ac.jp/nl･resource6uman・html)
KAKASI(案山子kanjilKanasimpleinverter)(http://kakasi.namazu.org/)
MeCab(和布蕪)(http:"Chasen.orgﾉｰtaku/soaware/mecab/)
すもも (http:"www.t.onlab.ntt.co・jp/sumomo/)
なお、中国語を解析するものには以下のものがある。
ICTCLAS (http:"mtgroup・ict.ac.cn/~zhp/ICTCLAS/)
皿
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、10専門用語自動抽出システム「言選」シリーズ(http:"gensen.d1.itc・u-tokyo.ac.jp/)。元バ
ージョンであるtermex.pl(http:"www.r.d1.itc.u-tokyo.ac.jp/~nakagawa/resource/termex
t/atr.html)は、中川裕志氏および森辰則氏が共同で開発したもの。今回使用したLT･mF)xt
ractは、主として中川氏・前田朗氏・小島浩之氏の改良になるもので、PerlのDB_Fileモ
ジュールを使用するため、元バージョンよりも大変高速になっている。
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